
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
総
合
労
働

協
約
改
訂
等
交
渉
は
、
８
月

26
日
の
１
回
目
の
交
渉
を
皮

切
り
に
、
２
回
目
の
交
渉
を

９
月
11
日
、
３
回
目
の
交
渉

を
９
月
20
日
に
行
っ
た
。

交
渉
で
は
、
会
社
の
先
行

き
が
不
透
明
な
中
、
各
職
場

で
奮
闘
す
る
組
合
員
が
連
日

の
酷
暑
下
で
の
業
務
や
災
害

対
応
な
ど
、
「
安
全
・
安
定

輸
送
」
を
第
一
義
に
、
責
任

感
と
使
命
感
を
持
っ
て
、
全

力
で
業
務
に
取
り
組
ん
だ
点

を
強
く
訴
え
た
。
そ
し
て
、

「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
５
」

の
達
成
に
向
け
て
正
念
場
で

あ
る
現
下
に
お
い
て
、
次
な

る
飛
躍
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
人
材
の
確
保
が
必
須
で
あ

り
、
今
働
く
私
た
ち
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
て
る

よ
う
「
誇
り
を
持
ち
、
生
き

生
き
と
働
き
続
け
る
」
こ
と

の
で
き
る
労
働
条
件
・
環
境

整
備
が
必
須
と
な
る
点
を
力

強
く
主
張
し
、
交
渉
を
継
続

し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
会
社
側
か
ら

「
年
間
総
労
働
時
間
の
短
縮
」

「
各
種
手
当
改
善
」
「
働
き

方
の
拡
充
に
向
け
た
施
策
」

に
係
る
11
項
目
の
回
答
に
加

え
、
「
高
年
齢
層
に
お
け
る

人
事
賃
金
制
度
あ
り
方
」

「
扶
養
手
当
の
あ
り
方
」
及

び
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

度
の
導
入
に
向
け
た
検
討
」

に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
８
を
参
照
）

交
渉
終
了
後
、
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
し
、
会
社
を

取
り
巻
く
状
況
は
見
通
し
に

く
い
も
の
の
、
年
間
休
日
増

や
乗
務
員
の
所
定
労
働
時
間

の
短
縮
に
よ
り
昨
年
に
続
く

年
間
所
定
労
働
時
間
の
削
減
、

各
種
手
当
の
拡
充
、
通
勤
・

二
重
生
活
や
転
勤
に
伴
う
費

用
等
の
圧
縮
に
資
す
る
制
度

獲
得
な
ど
、
継
続
的
に
組
合

員
の
安
心
感
に
資
す
る
改
善

が
図
ら
れ
た
と
判
断
し
、
９

月
20
日
15
時
に
妥
結
し
た
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
総
合
労
働
協
約
改
定
交

渉
は
、
８
月
26
日
の
１
回
目

に
続
き
９
月
20
日
に
２
回
目

の
交
渉
を
行
っ
た
。

交
渉
の
結
果
、
今
回
申
し

入
れ
た
要
求
項
目
の
う
ち
、

会
社
側
か
ら
『
子
に
か
か
る

家
族
手
当
の
改
善
』
『
家
族

の
看
護
に
か
か
る
保
存
休
暇

の
新
設
』
『
再
雇
用
契
約
社

員
の
家
族
手
当
の
新
設
』

『
準
組
合
員
の
基
本
賃
金
改

善
』
に
つ
い
て
回
答
を
、
ま

た
今
回
の
交
渉
で
強
く
訴
え

た
猛
暑
へ
の
対
応
と
し
て
、

「
制
帽
省
略
の
通
年
実
施
」

「
乗
務
中
の
水
分
補
給
及
び

盛
夏
衣
の
素
材
変
更
」
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
う
旨
、
回

答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
加
え
て
、
離
職
防
止
の

観
点
か
ら
か
ね
て
よ
り
強
く

主
張
し
て
る
55
歳
以
降
の
基

本
給
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
春
の
一
部
改
善
を
踏
ま
え

た
上
で
、
「
今
後
も
経
営
状

況
等
を
勘
案
し
検
討
し
て
い

く
」
考
え
を
示
し
た
。

組
合
は
、
「
今
回
の
回
答

に
お
い
て
、
一
定
の
前
進
が

図
ら
れ
た
一
方
で
、
基
本
給

や
休
日
数
と
い
っ
た
離
職
防

止
か
つ
、
採
用
競
争
力
の
強

化
に
資
す
る
項
目
の
改
善
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
社
会
に

お
け
る
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

早
ま
り
雇
用
の
流
動
化
が
著

し
く
な
る
中
、
労
働
条
件

を
は
じ
め
と
す
る
働
く
環

境
改
善
に
も
ス
ピ
ー
ド
感

が
必
要
。
責
任
組
合
と
し

て
各
種
施
策
に
は
引
き
続
き

協
力
す
る
も
の
の
、
『
人
へ

の
投
資
』
が
先
行
し
て
行
わ

れ
る
よ
う
今
後
も
協
議
し
て

い
く
」
と
訴
え
た
。

交
渉
終
了
後
に
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
し
、
一
部
で

は
あ
る
が
制
度
改
善
が
図
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し

た
結
果
、
こ
れ
以
上
の
前
進

は
困
難
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
の
間
で
総
合
労
働

協
約
改
訂
等
の
団
体
交
渉
を
行
い
、
い
ず
れ
も
９
月
20
日
に
妥
結
し
た
。

日
々
の
業
務
に
奮
闘
し
、
と
り
わ
け
安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送
に
強
い
責

任
感
と
使
命
感
を
持
ち
、
業
務
に
取
り
組
む
組
合
員
の
想
い
を
強
く
訴
え
続

け
た
結
果
、
Ｊ
Ｒ
四
国
に
お
い
て
は
「
年
間
総
労
働
時
間
の
短
縮
」
「
各
種

手
当
改
善
」
「
働
き
方
の
拡
充
に
向
け
た
施
策
」
等
に
関
し
て
11
項
目
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に
つ
い
て
は
「
子
に
か
か
る
家
族
手
当
の
改
善
」
を
は

じ
め
と
し
た
６
項
目
の
制
度
改
善
を
そ
れ
ぞ
れ
果
た
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国

◆ＪＲ四国◆

① 年間休日１日増(109→110日)
② 乗務員の１日平均労働時間短縮を実現
・「７時間35分」→「７時間15分」

③ 単身赴任手当引き上げ(30,000円→33,000円)

④ 職務手当の引き上げ
・本社及び附属機関に勤務する副長等(24,000円→30,000円)

⑤ 職務手当と技能手当の併給不可を撤廃

⑥ 準組合員の基本賃金引き上げ

⑦ 本社等における在宅勤務の回数(週２回)拡大

⑧ 発令等に伴う転居費用を会社負担に
・転勤等が発生し、賃貸物件解約に必要となる違約金や

礼金等を会社が負担(退去・入居それぞれ上限20万円)

⑨ 通勤時における特急列車の特認要件緩和
・通勤距離が「65km以上が対象」→「40km以上」に

⑩ 社員間のコミュニケーション活性化に

向けた補助制度(2,000円)導入
・箇所長が主催するレクに参加した場合年度に１回支給

⑪ 事業開発系統のキャリア転換制度拡充

◆口頭により確認◆

・(人事賃金制度)エキスパート組合員も含む55歳以降の賃金改善に向け

検討を深度化。

・(扶養手当)共働き世帯の増加等社会情勢の変化にあわせた検討を進める。

・(ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制度)新勤怠管理システム人事給与システム改修が必須。

改修に係る投資効果を見極め、検討を深度化。

◆ジェイアール四国バス◆
① 子にかかる家族手当の改善（2025年４月実施）

・扶養親族のうち、第１子：11,000円 第２子以降：3,000円

※第１子が扶養から外れた場合、第２子が第１子の資格を得る

② 家族の看護にかかる保存休暇を新設（2025年４月実施）

・配偶者並びに一親等の血族及び姻族の負傷または疫病の看護が対象

③ 準組合員の基本賃金の改善（2024年10月実施）

・再雇用契約社員

デスク・営業係：月額 166,500 円（4,000 円改善）

構内運転係・デスク・営業係・清掃係

：時給額 980 円（50 円改善）

・契約社員（パートナー・サポーター）

営業係 ：月額 166,500 円（7,700 円改善）

：日給 7,600 円（380 円改善）

：時給 980 円（50～70 円改善）

④ 再雇用契約社員の家族手当の新設（2025年４月実施）

・扶養親族のうち、配偶者及び子について社員に準じて取り扱う

⑤ 制帽省略について通年実施の方向での検討
⑥ 熱中症対策の強化に向け、乗務中の水分補給及び

盛夏衣の素材変更等の検討の実施

◆口頭により確認◆

・ベアに対する意向が示されるとともに、55 歳以降の基本給については

経営状況等を勘案し検討していくとの回答！

総
合
労
働
協
約
改
訂
等
交
渉

妥
結
！
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２
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６
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な
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Ｊ
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Ｊ
Ｒ
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Ｒ
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と
の
間
で
総
合
労
働

協
約
改
訂
等
の
団
体
交
渉
を
行
い
、
い
ず
れ
も
９
月
20
日
に
妥
結
し
た
。

日
々
の
業
務
に
奮
闘
し
、
と
り
わ
け
安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送
に
強
い
責

任
感
と
使
命
感
を
持
ち
、
業
務
に
取
り
組
む
組
合
員
の
想
い
を
強
く
訴
え
続

け
た
結
果
、
Ｊ
Ｒ
四
国
に
お
い
て
は
「
年
間
総
労
働
時
間
の
短
縮
」
「
各
種

手
当
改
善
」
「
働
き
方
の
拡
充
に
向
け
た
施
策
」
等
に
関
し
て
11
項
目
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に
つ
い
て
は
「
子
に
か
か
る
家
族
手
当
の
改
善
」
を
は

じ
め
と
し
た
６
項
目
の
制
度
改
善
を
そ
れ
ぞ
れ
果
た
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国

◆ＪＲ四国◆

① 年間休日１日増(109→110日)
② 乗務員の１日平均労働時間短縮を実現
・「７時間35分」→「７時間15分」

③ 単身赴任手当引き上げ(30,000円→33,000円)

④ 職務手当の引き上げ
・本社及び附属機関に勤務する副長等(24,000円→30,000円)

⑤ 職務手当と技能手当の併給不可を撤廃

⑥ 準組合員の基本賃金引き上げ

⑦ 本社等における在宅勤務の回数(週２回)拡大

⑧ 発令等に伴う転居費用を会社負担に
・転勤等が発生し、賃貸物件解約に必要となる違約金や

礼金等を会社が負担(退去・入居それぞれ上限20万円)

⑨ 通勤時における特急列車の特認要件緩和
・通勤距離が「65km以上が対象」→「40km以上」に

⑩ 社員間のコミュニケーション活性化に

向けた補助制度(2,000円)導入
・箇所長が主催するレクに参加した場合年度に１回支給

⑪ 事業開発系統のキャリア転換制度拡充

◆口頭により確認◆

・(人事賃金制度)エキスパート組合員も含む55歳以降の賃金改善に向け

検討を深度化。

・(扶養手当)共働き世帯の増加等社会情勢の変化にあわせた検討を進める。

・(ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制度)新勤怠管理システム人事給与システム改修が必須。

改修に係る投資効果を見極め、検討を深度化。

◆ジェイアール四国バス◆
① 子にかかる家族手当の改善（2025年４月実施）

・扶養親族のうち、第１子：11,000円 第２子以降：3,000円

※第１子が扶養から外れた場合、第２子が第１子の資格を得る

② 家族の看護にかかる保存休暇を新設（2025年４月実施）

・配偶者並びに一親等の血族及び姻族の負傷または疫病の看護が対象

③ 準組合員の基本賃金の改善（2024年10月実施）

・再雇用契約社員

デスク・営業係：月額 166,500 円（4,000 円改善）

構内運転係・デスク・営業係・清掃係

：時給額 980 円（50 円改善）

・契約社員（パートナー・サポーター）

営業係 ：月額 166,500 円（7,700 円改善）

：日給 7,600 円（380 円改善）

：時給 980 円（50～70 円改善）

④ 再雇用契約社員の家族手当の新設（2025年４月実施）

・扶養親族のうち、配偶者及び子について社員に準じて取り扱う

⑤ 制帽省略について通年実施の方向での検討
⑥ 熱中症対策の強化に向け、乗務中の水分補給及び

盛夏衣の素材変更等の検討の実施

◆口頭により確認◆

・ベアに対する意向が示されるとともに、55 歳以降の基本給については

経営状況等を勘案し検討していくとの回答！

総
合
労
働
協
約
改
訂
等
交
渉

妥
結
！

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
３
実
現
に

向
け
大
き
く
前
進

６
項
目
の
前
進
に
加
え

さ
ら
な
る
賃
金
改
善
に

向
け
た
考
え
に
言
及

年間所定

労働時間

短縮

各種手当

支給改善

働き方

拡充

<２０２４年度上期>
経経験験者者採採用用1144名名
加加入入をを達達成成!!!!

入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は

皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
各
系
統
に
お
い
て

経
験
者
採
用
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
上

期
は
、
新
た
に
14
名
の
仲
間
が
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
に
加
わ
っ
た
。

関
係
支
部
・
分
会
の
対
応
に
御
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
各
役
員
に
お
い
て
は
、

今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
協
力
を
要
請

す
る
。

大谷　 清
和田 庄平四国労組運動をチェック！
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各
支
部
青
年
女
性
会
議

の
定
期
委
員
会
は
、
９
月

６
日
の
本
社
支
部
青
年
女

性
会
議
を
皮
切
り
に
順
次

開
催
さ
れ
た
。

各
支
部
と
も
、
本
部
青

年
女
性
会
議
第
32
回
定
期

委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
活

動
方
針
に
基
づ
き
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
案
、
経
過
報
告
及
び

活
動
方
針
案
を
提
起
し
た
。

出
席
し
た
各
委
員
か
ら

は
安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
立
、
職
場
に
お
け

る
諸
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
条
件
改
善
、
組
織

の
活
性
化
に
向
け
た
男
女

平
等
参
画
の
推
進
や
、
支

部
と
の
連
携
、
支
部
青
女

の
活
性
化
に
資
す
る
取
り

組
み
、
年
末
手
当
・
賞
与

へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
発

言
が
あ
り
、
常
任
委
員
会

よ
り
答
弁
を
受
け
た
後
、

満
場
一
致
で
全
て
の
議
事

が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
各
支
部
の
開
催

日
、
及
び
役
員
改
選
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
新
三
役
は

記
載
の
と
お
り
。
（
愛
媛

支
部
・
香
川
支
部
は
順
次

開
催
）

台
風
10
号
の
接
近
に
よ

り
、
開
催
が
延
期
さ
れ
た

第
38
回
香
川
支
部
定
期
大

会
は
10
月
２
日
に
ホ
テ
ル

ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
（
香

川
県
宇
多
津
町
）
に
て
開

催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
杉
本
執
行
委
員

長
に
よ
り
日
々
の
業
務
遂

行
な
ら
び
に
支
部
活
動
へ

の
参
画
に
関
す
る
御
礼
に

よ
る
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た

後
、
執
行
部
に
よ
り
経
過

報
告
・
活
動
方
針
が
提
起

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
質
疑

に
お
い
て
は
、
要
員
不
足

や
技
術
継
承
等
に
お
け
る

課
題
に
関
す
る
発
言
が
あ

り
、
執
行
部
に
よ
っ
て
直

近
に
お
け
る
総
合
労
働
協

約
改
訂
を
ふ
ま
え
丁
寧
な

回
答
が
な
さ
れ
た
。

活
動
方
針
等
は
満
場
一

致
で
承
認
。
杉
本
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区
分

会
で
は
、
８
月
26
日
か
ら
28

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
、

善
通
寺
市
の
マ
ッ
ク
ス
ボ
ウ

ル
に
お
い
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
誰
で
も

参
加
出
来
る
競
技
と
あ
っ
て

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
者
、

一
発
勝
負
に
賭
け
る
者
な
ど
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
の
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー

に
笑
い
と
歓
声
が
入
り
交
じ

り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
２
ゲ
ー
ム
３
４
７
ピ

ン
の
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で

他
の
追
随
を
許
さ
ず
見
事
優

勝
を
飾
っ
た
今
田
颯
一
さ
ん

は
、
み
ん
な
か
ら
の
祝
福
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員
の

親
睦
、
組
織
の
充
実
・
強
化

に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
副
分
会
長

西
本

貴
哉

サ
マ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
開
催
！

９
月
４
日
、
成
川
渓
谷
キ
ャ

ン
プ
場
に
て
宇
和
島
運
転
区

分
会
恒
例
の
日
帰
り
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
く
転
勤
し
て
き
た
若

手
組
合
員
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組

合
員
ま
で
26
名
が
参
加
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

日
は
天
気
も
良
く
川
遊
び
す

る
人
も
お
り
全
員
が
楽
し
め

ま
し
た
。

今
後
も
分
会
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
分
会
の
活
性
化

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
和
島
運
転
区
分
会
長

嶋
家

正
芳

夏
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催
！

私
た
ち
、
愛
媛
保
線
分
会

は
、
８
月
３
日
か
ら
２
日
間

で
夏
季
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、

八
幡
浜
市
保
内
町
『
夢
泳
海

水
浴
場
』
に
て
、
開
催
し
ま

し
た
。
両
日
と
も
に
天
候
に

恵
ま
れ
、
絶
好
の
海
水
浴
・

Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
キ
ャ
ン
プ
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
総
勢
20
名

の
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
も
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
泳
選
手
に
負
け
じ
と
、
子

供
た
ち
も
白
熱
し
た
泳
ぎ
を

み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
び
に
大
人
た
ち
は
、
歓
声

を
上
げ
る
な
ど
、
熱
い
夏
の

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、
組
合
員
の
交
流
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
愛
媛
保
線
分
会
で

は
、
組
合
員
の
親
睦
と
団
結

強
化
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
媛
保
線
分
会
長薦

田

強

９
月
14
日
（
土
）
10
時
40

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式

に
て
第
３
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
支
部
大
会
）

・
本
社
、
愛
媛
、
高
知

徳
島
、
自
動
車

（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
教
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営
委

員
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
・
地
方
代

表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
定
期
総
会

・
産
業
政
策
委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

【
議
事
】

①
次
期
参
議
院
議
員
選
挙

（
徳
島
県
・
高
知
県
選
挙
区
）

に
お
け
る
推
薦
候
補
者
に

つ
い
て

②
２
０
２
４
年
度
準
組
合
員

賃
金
引
き
上
げ
の
了
承
承

認
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
賃
金
実

態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

の
開
催
に
つ
い
て

⑤
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に

つ
い
て

⑦
四
国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
４
日

(

金)

に
「
京
都
烏
丸
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
京
都

市
）
」
で
「
第
13
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、

全
国
か
ら
総
勢
２
７
０
名
が

参
集
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

も
11
名
が
参
加
し
た
。

第
一
部
で
は
、
「
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
の
課
題
提
起
」
と
し

て
各
単
組
並
び
に
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
石
川
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
派
遣
）
が
こ

の
間
の
安
全
に
関
す
る
取
り

組
み
、
現
状
の
課
題
認
識
と

直
近
の
事
象
に
関
し
て
共
有

が
な
さ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
安
部
誠
治

名
誉
教
授
（
関
西
大
学
）
よ

り
「
事
故
を
減
少
さ
せ
、
よ

り
安
全
な
鉄
道
を
創
る
」
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
ま
た
松

田
文
子
特
別
研
究
員
（
大
原

記
念
労
働
科
学
研
究
所
）

「
人
の
性
質
と
安
全
」
を
テ
ー

マ
に
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
を

受
け
た
。

第
三
部
で
は
安
部
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

「
な
ぜ
事
故
は
繰
り
返
さ
れ

る
の
か
」
「
環
境
変
化
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
」

「
労
使
で
取
り
組
む
べ
き
安

全
へ
の
道
筋
と
は
」
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
福
知
山
線
列
車

事
故
の
発
生
か
ら
来
年
で
20

年
経
過
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

改
め
て
安
全
最
優
先
の
取
組

み
の
重
要
性
を
認
識
す
る
機

会
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
引
き

続
き
責
任
組
合
と
し
て
安
全
・

安
心
・
安
定
輸
送
の
確
立
を

第
一
義
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と

も
に
安
全
追
求
に
取
り
組
む
。

各
支
部
青
年
女
性
会
議
定
期
委
員
会
開
催
！

徳島支部青女

高知支部青女

９月６日(金) 本部１階会議室

本社支部青女

議
長

瀧
岡

拓
真

副
議
長

佐
野

佑
城

森

奨
馬

事
務
長

横
井

恭
佑

９月23日(土) 統合事務所会議室

第
３
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

～
原
点
に
立
ち
返
り
、
業
務
・
労
働
環
境
の

実
情
・
変
化
に
即
し
た
仕
組
み
を
構
築
す
る
～

自動車支部青女

議
長

藤
澤

直
也

10月３日(木) 本部１階会議室

10月１日(火) 徳島立駐会議室

安全確保に向け、様々な視点から議論

ＪＲ四国労組は、第50回衆議院議員選挙の候補者８名をＪＲ
四国労組推薦候補者として決定しました。各県協は推薦候補
者を通じた政策課題の実現に向けた取り組みを行っており、
投票日まで、組織の総力を結集し、支持者の拡大に向け、全組
合員・家族の一層のご支援・ご協力をお願いします。

【 香川県協推薦候補者 】

議
長

角
南
厚
志
郎

副
議
長

岩
脇

奨
真

石
原

瑞
基

事
務
長

妹
尾

裕
輝

議
長

長
谷

力

副
議
長

細
川

流
星

山
下

颯
大

事
務
長

中
平

和
樹

香
川
支
部

第
38
回
定
期
大
会
開
催
！

◎【最重点候補】小川 淳也
（立憲民主党・香川１区）

ＪＲ四国労組推薦候補者８名を決定!!

◎【重点候補】玉木 雄一郎
（国民民主党・香川２区）

◎【重点候補】白石 洋一
（立憲民主党・愛媛２区）

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

多
度
津
運
転
区
分
会

宇
和
島
運
転
区
分
会

◎ 石井 智恵
（国民民主党・愛媛１区）

◎ 越智 清純
（立憲民主党・愛媛３区）

【 高知県協推薦候補者 】

◎【重点候補】武内 則男
（立憲民主党・高知１区）

【 徳島県協推薦候補者 】

◎ 高橋 永

（立憲民主党・徳島１区）

◎ 飯泉 嘉門

（無所属・徳島２区）

【 愛媛県協推薦候補者 】

松
山
保
線
分
会

※顔写真は各推薦候補者HP等より引用

各
支
部
青
年
女
性
会
議

の
定
期
委
員
会
は
、
９
月

６
日
の
本
社
支
部
青
年
女

性
会
議
を
皮
切
り
に
順
次

開
催
さ
れ
た
。

各
支
部
と
も
、
本
部
青

年
女
性
会
議
第
32
回
定
期

委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
活

動
方
針
に
基
づ
き
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
案
、
経
過
報
告
及
び

活
動
方
針
案
を
提
起
し
た
。

出
席
し
た
各
委
員
か
ら

は
安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
立
、
職
場
に
お
け

る
諸
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
条
件
改
善
、
組
織

の
活
性
化
に
向
け
た
男
女

平
等
参
画
の
推
進
や
、
支

部
と
の
連
携
、
支
部
青
女

の
活
性
化
に
資
す
る
取
り

組
み
、
年
末
手
当
・
賞
与

へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
発

言
が
あ
り
、
常
任
委
員
会

よ
り
答
弁
を
受
け
た
後
、

満
場
一
致
で
全
て
の
議
事

が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
各
支
部
の
開
催

日
、
及
び
役
員
改
選
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
新
三
役
は

記
載
の
と
お
り
。
（
愛
媛

支
部
・
香
川
支
部
は
順
次

開
催
）

台
風
10
号
の
接
近
に
よ

り
、
開
催
が
延
期
さ
れ
た

第
38
回
香
川
支
部
定
期
大

会
は
10
月
２
日
に
ホ
テ
ル

ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
（
香

川
県
宇
多
津
町
）
に
て
開

催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
杉
本
執
行
委
員

長
に
よ
り
日
々
の
業
務
遂

行
な
ら
び
に
支
部
活
動
へ

の
参
画
に
関
す
る
御
礼
に

よ
る
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た

後
、
執
行
部
に
よ
り
経
過

報
告
・
活
動
方
針
が
提
起

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
質
疑

に
お
い
て
は
、
要
員
不
足

や
技
術
継
承
等
に
お
け
る

課
題
に
関
す
る
発
言
が
あ

り
、
執
行
部
に
よ
っ
て
直

近
に
お
け
る
総
合
労
働
協

約
改
訂
を
ふ
ま
え
丁
寧
な

回
答
が
な
さ
れ
た
。

活
動
方
針
等
は
満
場
一

致
で
承
認
。
杉
本
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区
分

会
で
は
、
８
月
26
日
か
ら
28

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
、

善
通
寺
市
の
マ
ッ
ク
ス
ボ
ウ

ル
に
お
い
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
誰
で
も

参
加
出
来
る
競
技
と
あ
っ
て

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
者
、

一
発
勝
負
に
賭
け
る
者
な
ど
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
の
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー

に
笑
い
と
歓
声
が
入
り
交
じ

り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
２
ゲ
ー
ム
３
４
７
ピ

ン
の
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で

他
の
追
随
を
許
さ
ず
見
事
優

勝
を
飾
っ
た
今
田
颯
一
さ
ん

は
、
み
ん
な
か
ら
の
祝
福
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員
の

親
睦
、
組
織
の
充
実
・
強
化

に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
副
分
会
長

西
本

貴
哉

サ
マ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
開
催
！

９
月
４
日
、
成
川
渓
谷
キ
ャ

ン
プ
場
に
て
宇
和
島
運
転
区

分
会
恒
例
の
日
帰
り
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
く
転
勤
し
て
き
た
若

手
組
合
員
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組

合
員
ま
で
26
名
が
参
加
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

日
は
天
気
も
良
く
川
遊
び
す

る
人
も
お
り
全
員
が
楽
し
め

ま
し
た
。

今
後
も
分
会
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
分
会
の
活
性
化

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
和
島
運
転
区
分
会
長

嶋
家

正
芳

夏
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催
！

私
た
ち
、
愛
媛
保
線
分
会

は
、
８
月
３
日
か
ら
２
日
間

で
夏
季
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、

八
幡
浜
市
保
内
町
『
夢
泳
海

水
浴
場
』
に
て
、
開
催
し
ま

し
た
。
両
日
と
も
に
天
候
に

恵
ま
れ
、
絶
好
の
海
水
浴
・

Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
キ
ャ
ン
プ
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
総
勢
20
名

の
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
も
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
泳
選
手
に
負
け
じ
と
、
子

供
た
ち
も
白
熱
し
た
泳
ぎ
を

み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
び
に
大
人
た
ち
は
、
歓
声

を
上
げ
る
な
ど
、
熱
い
夏
の

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、
組
合
員
の
交
流
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
愛
媛
保
線
分
会
で

は
、
組
合
員
の
親
睦
と
団
結

強
化
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
媛
保
線
分
会
長薦

田

強

９
月
14
日
（
土
）
10
時
40

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式

に
て
第
３
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
支
部
大
会
）

・
本
社
、
愛
媛
、
高
知

徳
島
、
自
動
車

（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
教
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営
委

員
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
・
地
方
代

表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
定
期
総
会

・
産
業
政
策
委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

【
議
事
】

①
次
期
参
議
院
議
員
選
挙

（
徳
島
県
・
高
知
県
選
挙
区
）

に
お
け
る
推
薦
候
補
者
に

つ
い
て

②
２
０
２
４
年
度
準
組
合
員

賃
金
引
き
上
げ
の
了
承
承

認
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
賃
金
実

態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

の
開
催
に
つ
い
て

⑤
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に

つ
い
て

⑦
四
国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
４
日

(

金)

に
「
京
都
烏
丸
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
京
都

市
）
」
で
「
第
13
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、

全
国
か
ら
総
勢
２
７
０
名
が

参
集
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

も
11
名
が
参
加
し
た
。

第
一
部
で
は
、
「
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
の
課
題
提
起
」
と
し

て
各
単
組
並
び
に
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
石
川
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
派
遣
）
が
こ

の
間
の
安
全
に
関
す
る
取
り

組
み
、
現
状
の
課
題
認
識
と

直
近
の
事
象
に
関
し
て
共
有

が
な
さ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
安
部
誠
治

名
誉
教
授
（
関
西
大
学
）
よ

り
「
事
故
を
減
少
さ
せ
、
よ

り
安
全
な
鉄
道
を
創
る
」
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
ま
た
松

田
文
子
特
別
研
究
員
（
大
原

記
念
労
働
科
学
研
究
所
）

「
人
の
性
質
と
安
全
」
を
テ
ー

マ
に
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
を

受
け
た
。

第
三
部
で
は
安
部
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

「
な
ぜ
事
故
は
繰
り
返
さ
れ

る
の
か
」
「
環
境
変
化
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
」

「
労
使
で
取
り
組
む
べ
き
安

全
へ
の
道
筋
と
は
」
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
福
知
山
線
列
車

事
故
の
発
生
か
ら
来
年
で
20

年
経
過
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

改
め
て
安
全
最
優
先
の
取
組

み
の
重
要
性
を
認
識
す
る
機

会
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
引
き

続
き
責
任
組
合
と
し
て
安
全
・

安
心
・
安
定
輸
送
の
確
立
を

第
一
義
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と

も
に
安
全
追
求
に
取
り
組
む
。

各
支
部
青
年
女
性
会
議
定
期
委
員
会
開
催
！

徳島支部青女

高知支部青女

９月６日(金) 本部１階会議室

本社支部青女

議
長

瀧
岡

拓
真

副
議
長

佐
野

佑
城

森

奨
馬

事
務
長

横
井

恭
佑

９月23日(土) 統合事務所会議室

第
３
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

～
原
点
に
立
ち
返
り
、
業
務
・
労
働
環
境
の

実
情
・
変
化
に
即
し
た
仕
組
み
を
構
築
す
る
～

自動車支部青女

議
長

藤
澤

直
也

10月３日(木) 本部１階会議室

10月１日(火) 徳島立駐会議室

安全確保に向け、様々な視点から議論

ＪＲ四国労組は、第50回衆議院議員選挙の候補者８名をＪＲ
四国労組推薦候補者として決定しました。各県協は推薦候補
者を通じた政策課題の実現に向けた取り組みを行っており、
投票日まで、組織の総力を結集し、支持者の拡大に向け、全組
合員・家族の一層のご支援・ご協力をお願いします。

【 香川県協推薦候補者 】

議
長

角
南
厚
志
郎

副
議
長

岩
脇

奨
真

石
原

瑞
基

事
務
長

妹
尾

裕
輝

議
長

長
谷

力

副
議
長

細
川

流
星

山
下

颯
大

事
務
長

中
平

和
樹

香
川
支
部

第
38
回
定
期
大
会
開
催
！

◎【最重点候補】小川 淳也
（立憲民主党・香川１区）

ＪＲ四国労組推薦候補者８名を決定!!

◎【重点候補】玉木 雄一郎
（国民民主党・香川２区）

◎【重点候補】白石 洋一
（立憲民主党・愛媛２区）

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

多
度
津
運
転
区
分
会

宇
和
島
運
転
区
分
会

◎ 石井 智恵
（国民民主党・愛媛１区）

◎ 越智 清純
（立憲民主党・愛媛３区）

【 高知県協推薦候補者 】

◎【重点候補】武内 則男
（立憲民主党・高知１区）

【 徳島県協推薦候補者 】

◎ 高橋 永

（立憲民主党・徳島１区）

◎ 飯泉 嘉門

（無所属・徳島２区）

【 愛媛県協推薦候補者 】

松
山
保
線
分
会

※顔写真は各推薦候補者HP等より引用

各
支
部
青
年
女
性
会
議

の
定
期
委
員
会
は
、
９
月

６
日
の
本
社
支
部
青
年
女

性
会
議
を
皮
切
り
に
順
次

開
催
さ
れ
た
。

各
支
部
と
も
、
本
部
青

年
女
性
会
議
第
32
回
定
期

委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
活

動
方
針
に
基
づ
き
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
案
、
経
過
報
告
及
び

活
動
方
針
案
を
提
起
し
た
。

出
席
し
た
各
委
員
か
ら

は
安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
立
、
職
場
に
お
け

る
諸
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
条
件
改
善
、
組
織

の
活
性
化
に
向
け
た
男
女

平
等
参
画
の
推
進
や
、
支

部
と
の
連
携
、
支
部
青
女

の
活
性
化
に
資
す
る
取
り

組
み
、
年
末
手
当
・
賞
与

へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
発

言
が
あ
り
、
常
任
委
員
会

よ
り
答
弁
を
受
け
た
後
、

満
場
一
致
で
全
て
の
議
事

が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
各
支
部
の
開
催

日
、
及
び
役
員
改
選
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
新
三
役
は

記
載
の
と
お
り
。
（
愛
媛

支
部
・
香
川
支
部
は
順
次

開
催
）

台
風
10
号
の
接
近
に
よ

り
、
開
催
が
延
期
さ
れ
た

第
38
回
香
川
支
部
定
期
大

会
は
10
月
２
日
に
ホ
テ
ル

ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
（
香

川
県
宇
多
津
町
）
に
て
開

催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
杉
本
執
行
委
員

長
に
よ
り
日
々
の
業
務
遂

行
な
ら
び
に
支
部
活
動
へ

の
参
画
に
関
す
る
御
礼
に

よ
る
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た

後
、
執
行
部
に
よ
り
経
過

報
告
・
活
動
方
針
が
提
起

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
質
疑

に
お
い
て
は
、
要
員
不
足

や
技
術
継
承
等
に
お
け
る

課
題
に
関
す
る
発
言
が
あ

り
、
執
行
部
に
よ
っ
て
直

近
に
お
け
る
総
合
労
働
協

約
改
訂
を
ふ
ま
え
丁
寧
な

回
答
が
な
さ
れ
た
。

活
動
方
針
等
は
満
場
一

致
で
承
認
。
杉
本
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区
分

会
で
は
、
８
月
26
日
か
ら
28

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
、

善
通
寺
市
の
マ
ッ
ク
ス
ボ
ウ

ル
に
お
い
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
誰
で
も

参
加
出
来
る
競
技
と
あ
っ
て

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
者
、

一
発
勝
負
に
賭
け
る
者
な
ど
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
の
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー

に
笑
い
と
歓
声
が
入
り
交
じ

り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
２
ゲ
ー
ム
３
４
７
ピ

ン
の
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で

他
の
追
随
を
許
さ
ず
見
事
優

勝
を
飾
っ
た
今
田
颯
一
さ
ん

は
、
み
ん
な
か
ら
の
祝
福
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員
の

親
睦
、
組
織
の
充
実
・
強
化

に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
副
分
会
長

西
本

貴
哉

サ
マ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
開
催
！

９
月
４
日
、
成
川
渓
谷
キ
ャ

ン
プ
場
に
て
宇
和
島
運
転
区

分
会
恒
例
の
日
帰
り
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
く
転
勤
し
て
き
た
若

手
組
合
員
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組

合
員
ま
で
26
名
が
参
加
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

日
は
天
気
も
良
く
川
遊
び
す

る
人
も
お
り
全
員
が
楽
し
め

ま
し
た
。

今
後
も
分
会
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
分
会
の
活
性
化

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
和
島
運
転
区
分
会
長

嶋
家

正
芳

夏
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催
！

私
た
ち
、
愛
媛
保
線
分
会

は
、
８
月
３
日
か
ら
２
日
間

で
夏
季
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、

八
幡
浜
市
保
内
町
『
夢
泳
海

水
浴
場
』
に
て
、
開
催
し
ま

し
た
。
両
日
と
も
に
天
候
に

恵
ま
れ
、
絶
好
の
海
水
浴
・

Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
キ
ャ
ン
プ
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
総
勢
20
名

の
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
も
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
泳
選
手
に
負
け
じ
と
、
子

供
た
ち
も
白
熱
し
た
泳
ぎ
を

み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
び
に
大
人
た
ち
は
、
歓
声

を
上
げ
る
な
ど
、
熱
い
夏
の

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、
組
合
員
の
交
流
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
愛
媛
保
線
分
会
で

は
、
組
合
員
の
親
睦
と
団
結

強
化
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
媛
保
線
分
会
長薦

田

強

９
月
14
日
（
土
）
10
時
40

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式

に
て
第
３
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
支
部
大
会
）

・
本
社
、
愛
媛
、
高
知

徳
島
、
自
動
車

（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
教
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営
委

員
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
・
地
方
代

表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
定
期
総
会

・
産
業
政
策
委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

【
議
事
】

①
次
期
参
議
院
議
員
選
挙

（
徳
島
県
・
高
知
県
選
挙
区
）

に
お
け
る
推
薦
候
補
者
に

つ
い
て

②
２
０
２
４
年
度
準
組
合
員

賃
金
引
き
上
げ
の
了
承
承

認
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
賃
金
実

態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

の
開
催
に
つ
い
て

⑤
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に

つ
い
て

⑦
四
国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
４
日

(

金)

に
「
京
都
烏
丸
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
京
都

市
）
」
で
「
第
13
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、

全
国
か
ら
総
勢
２
７
０
名
が

参
集
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

も
11
名
が
参
加
し
た
。

第
一
部
で
は
、
「
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
の
課
題
提
起
」
と
し

て
各
単
組
並
び
に
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
石
川
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
派
遣
）
が
こ

の
間
の
安
全
に
関
す
る
取
り

組
み
、
現
状
の
課
題
認
識
と

直
近
の
事
象
に
関
し
て
共
有

が
な
さ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
安
部
誠
治

名
誉
教
授
（
関
西
大
学
）
よ

り
「
事
故
を
減
少
さ
せ
、
よ

り
安
全
な
鉄
道
を
創
る
」
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
ま
た
松

田
文
子
特
別
研
究
員
（
大
原

記
念
労
働
科
学
研
究
所
）

「
人
の
性
質
と
安
全
」
を
テ
ー

マ
に
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
を

受
け
た
。

第
三
部
で
は
安
部
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

「
な
ぜ
事
故
は
繰
り
返
さ
れ

る
の
か
」
「
環
境
変
化
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
」

「
労
使
で
取
り
組
む
べ
き
安

全
へ
の
道
筋
と
は
」
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
福
知
山
線
列
車

事
故
の
発
生
か
ら
来
年
で
20

年
経
過
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

改
め
て
安
全
最
優
先
の
取
組

み
の
重
要
性
を
認
識
す
る
機

会
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
引
き

続
き
責
任
組
合
と
し
て
安
全
・

安
心
・
安
定
輸
送
の
確
立
を

第
一
義
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と

も
に
安
全
追
求
に
取
り
組
む
。

各
支
部
青
年
女
性
会
議
定
期
委
員
会
開
催
！

徳島支部青女

高知支部青女

９月６日(金) 本部１階会議室

本社支部青女

議
長

瀧
岡

拓
真

副
議
長

佐
野

佑
城

森

奨
馬

事
務
長

横
井

恭
佑

９月23日(土) 統合事務所会議室

第
３
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

～
原
点
に
立
ち
返
り
、
業
務
・
労
働
環
境
の

実
情
・
変
化
に
即
し
た
仕
組
み
を
構
築
す
る
～

自動車支部青女

議
長

藤
澤

直
也

10月３日(木) 本部１階会議室

10月１日(火) 徳島立駐会議室

安全確保に向け、様々な視点から議論

ＪＲ四国労組は、第50回衆議院議員選挙の候補者８名をＪＲ
四国労組推薦候補者として決定しました。各県協は推薦候補
者を通じた政策課題の実現に向けた取り組みを行っており、
投票日まで、組織の総力を結集し、支持者の拡大に向け、全組
合員・家族の一層のご支援・ご協力をお願いします。

【 香川県協推薦候補者 】

議
長

角
南
厚
志
郎

副
議
長

岩
脇

奨
真

石
原

瑞
基

事
務
長

妹
尾

裕
輝

議
長

長
谷

力

副
議
長

細
川

流
星

山
下

颯
大

事
務
長

中
平

和
樹

香
川
支
部

第
38
回
定
期
大
会
開
催
！

◎【最重点候補】小川 淳也
（立憲民主党・香川１区）

ＪＲ四国労組推薦候補者８名を決定!!

◎【重点候補】玉木 雄一郎
（国民民主党・香川２区）

◎【重点候補】白石 洋一
（立憲民主党・愛媛２区）

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

多
度
津
運
転
区
分
会

宇
和
島
運
転
区
分
会

◎ 石井 智恵
（国民民主党・愛媛１区）

◎ 越智 清純
（立憲民主党・愛媛３区）

【 高知県協推薦候補者 】

◎【重点候補】武内 則男
（立憲民主党・高知１区）

【 徳島県協推薦候補者 】

◎ 高橋 永

（立憲民主党・徳島１区）

◎ 飯泉 嘉門

（無所属・徳島２区）

【 愛媛県協推薦候補者 】

松
山
保
線
分
会

※顔写真は各推薦候補者HP等より引用


